
⻄川地区における⽔溶性天然ガス
およびヨウ素⽣産計画についての進捗状況説明会

令和元年6⽉

本⽇のご説明内容

① 説明会の⽬的と開発計画の流れ

② 会社概要

③ ⽔溶性天然ガスとヨウ素についての説明動画上映
「地底に広がる太古の⽔を、新潟のちからに。」

④ ⻄川地区での開発計画

⑤ ⼯事スケジュール及び稼働時期

⑥ 安全対策と周辺環境への配慮について

⑦ 質疑応答（30分）
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・現在、国の認可を取得し、建設⼯事に着⼿する直前の段階にきております。

本⽇は、平成30年春に⾏った説明会以降の進捗状況をご説明させていただきます。
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会社概要



会社概要

商 号 株式会社 東邦アーステック（旧社名 東邦天然ガス）

創 業 昭和32年（1957年）

本 社 新潟市⻄区⿊⿃1450

資 本 ⾦ 2億4千万円

主な株主 伊藤忠商事株式会社
三菱ガス化学株式会社
⽇本軽⾦属株式会社

従業員数 129名（令和元年6⽉1⽇現在）

事業内容 1.天然ガスの採取・販売
2.ヨウ素の製造・販売
3.コンクリート構造物の補修補強⼯事
4.⼟⽊建築⽤エポキシ樹脂接着剤の製造・販売

5

26

⿊⿃地区

東邦アーステック

本社・⿊埼事業所

⻲⾙IC
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操業エリア

7

・昭和32年より⽯⼭地区、翌33年より⿊埼地区で約60年間⽔溶性
天然ガスの⽣産を継続しています。

・また、昭和63年よりヨウ素の製造を開始しました。

新
川

⽇ 本 海 関
屋
分
⽔
路

阿
賀
野
川

信
濃
川

新潟県庁

JR新潟駅

⻄蒲原・⿊埼鉱⼭

⽯⼭鉱⼭

⿃屋野潟

8

⽔溶性天然ガスとヨウ素のご紹介動画上映（約4分30秒）

「地底に広がる太古の⽔を、新潟のちからに。」
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「かん⽔」に含まれる「⽔溶性天然ガス」と「ヨウ素」

・新潟市の地下約500〜1,000mの数⼗万年前の地層に閉じ込められた
「かん⽔」と呼ばれる太古の海⽔が存在、貴重な資源である⽔溶性天
然ガスとヨウ素が含まれています。

阿
賀
野
川

信
濃
川

新
川

10

かん⽔の層と⽔溶性天然ガス

天然ガス

砂のつぶ

砂のつぶ

かん⽔

構造性天然ガス

⽔溶性天然ガス

かん⽔は深い地層の砂と砂の隙間に存在する地下⽔で、⽔溶性天然ガスは
かん⽔に溶け込んだ状態で存在します。
かん⽔の層よりさらに深い位置にある構造性天然ガス層では、天然ガスが
気体の状態で存在します。
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ガス事業者

圧送機

発電

ヨウ素製造
プラント

⽣産設備 還元設備

操業の流れ

地下500〜
1000m程度
まで掘削し、
地層にしみ
込んでいる
かん⽔を汲
み上げます

地上に出ると、⽔溶性天
然ガスと⽔は分離します

ガスは地下に埋設した
パイプラインでガス事
業者へ送られます

ガスを採った後の
かん⽔からヨウ素
を取り出します

ヨウ素を取り
出したかん⽔
は、汲み上げ
た量と同じ量
を地下に戻し
ますかん⽔

かん⽔

⼀般住宅･事業所など

医療･⼯業分野など

輸出

⽔
溶
性
天
然
ガ
ス

ヨ
ウ
素

12

【昭和46年以前】

地盤沈下の防⽌技術（全量還元⽅式）
※地層イメージ・昭和46年以前は、天然ガスとヨウ素を取り出した後

のかん⽔を河川に放流していました。
・現在は、汲み上げたかん⽔の全量を地下に戻すこと

で、地下の圧⼒を⼀定に保ち、地盤沈下を防⽌しま
す。（全量還元⽅式）

【全量還元⽅式】



その他
12%

チリ

60％ 日本
28%

平成25年

ヨウ素⽣産量

約33,720トン

・国内産出量は千葉県約80％、新潟県約15％となっており、
当社では国内の7.5% ,世界の2.2％弱を⽣産しています。

13

世界のヨウ素⽣産量

出所「今⽇からモノ知りシリーズ トコトンやさしいヨウ素の本」
（海宝⿓夫著/⽇刊⼯業新聞社）

出所「天然ガス鉱業会ホームページ」に加筆
http://www.tengas.gr.jp/asset/00032/KEIYOU/yodo_seisankoku.JPG

主要なヨウ素⽣産国

14

⻄川地区での開発計画



新規開発
計画地域

国⼟地理院地図に加筆 15

⻄川地区での開発計画の概要

⽣産設備
（かん⽔のくみ上げ）

還元設備
（かん⽔の⼊れ戻し）

ヨウ素濃縮プラント

・資源は採取により減少します。
・新潟の貴重な資源を継続して提供

するために、⽣産の効率化ととも
に新たな開発が必要になります。 本社・⿊埼事業所
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開発計画の流れ
・平成30年春の説明会以降は、環境影響検討会のまとめを組み⼊れた開発の進め⽅

を県・市と協議すると共に、国の認可を取得する⼿続きを進めてまいりました。



●開発の進め⽅についての協議内容
１．汲み上げ量を６段階に分け、6年をかけて開発する計画とした※注3

２．地下の⽔位、地表の変動、地層の変動について、監視の項⽬・頻度、
監視結果報告の内容・時期を確認した

３．検証検討会の組織、運営⽅法について確認した確
※注3）平成30年3⽉の説明会時は「4段階に分け、4年をかけて開発」の計画でした
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新潟県・新潟市との協議
●環境影響検討会※注1のまとめ（要約）

１．汲み上げ（揚⽔）量は、第⼆次企業化実験※注2で実績のある範囲内で
段階的に開発すること

２．地下の⽔位、地表の変動、地層の変動に対し、監視・検証しつつ操業
を⾏うこと

３．地下⽔の揚⽔による地盤への影響がないことを慎重に検討した後、
次段階の開発規模に移⾏すること

※注1）平成28年7⽉〜平成29年8⽉の間に5回開催。平成30年3⽉付報告書が県HPに公開
※注2）昭和55〜61年に現在の新潟市⻄区及び⻄蒲区で⾏われた⽔溶性天然ガス適正採取技術調査事業

その他
4%

18

開発の進め⽅

①操業の監視

②監視結果の県･市への報告

③検証検討会による確認

④次段階の開発規模に移⾏
0

20
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ガ
ス
⽣
産
量

％

稼働後年数(年)

監視の項⽬ 監視の位置 監視の⽅法 監視の頻度
地下の⽔位 観測井（⻄川、升潟、⾙柄) ⽔位計による測定 常時観測

地表の変動 ①⽔準点（計24地点）
②⻄川観測井

①⽔準測量による計測
②衛星測位システムによる計測

①3⽉、9⽉に計測
②常時観測

地層の変動 観測井（⻄川、升潟、⾙柄) ①⽔準測量による計測
②沈下計による計測

①⽉1回計測
②常時観測
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⻄川地区での開発計画の概要

⽣産設備
（かん⽔のくみ上げ）

還元設備
（かん⽔の⼊れ戻し）

ヨウ素濃縮プラント

・資源は採取により減少します。
・新潟の貴重な資源を継続して提供

するために、⽣産の効率化ととも
に新たな開発が必要になります。 本社・⿊埼事業所

地表

深度 約1,000ｍ

⽣産設備と還元設備
⽣産設備を3施設、還元設備を3施設で計6施設を設置します。
各施設にそれぞれ4本、全体で24本の井⼾を掘ります。

20

⽣産設備
(汲み上げ)

還元設備
(⼊れ戻し)



その他
4%
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• 基地平均的広さ 約2,000m2

(約600坪)
• 設備

採取井（汲み上げ⽤の井⼾）
天然ガス・かん⽔の分離設備
汲み上げ⽤のコンプレッサー
かん⽔集⽔⽤ポンプかん水 採取、還元層

⿊埼事業所へ

採
取
井

分離設備
（⾼さ 5m,径 1.7m)

汲み上げ⽤
コンプレッサー
（建屋内）

旗屋ヨウ素
濃縮プラントへ

ガス

かん⽔

かん⽔ 約1,000m

ポンプ

⽣産設備(かん⽔汲み上げ）

22

還元設備(かん⽔⼊れ戻し）
• 基地平均的広さ 約2,000m2

(約600坪)
• 設備
還元井(かん⽔⼊れ戻し⽤の井⼾）
ポンプ、逆洗槽を配置
（還元井が⽬詰まりした場合、

逆に汲み上げを⾏い、解消します）

かん水採取、還元層（G6層）

還
元
井

旗屋ヨウ素濃縮
プラントより かん⽔

かん⽔ 約1,000 m

ポンプ

逆洗槽
（砂の沈殿） 排⽔

逆洗⽔
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⽣産設備（採取22基地）

⻄川中

採取22基地

国⼟地理院地図に加筆

住所 ︓ 新潟市⻄蒲区曽根字⼤⽥１１６８－1
⼯事時期︓ 令和4年 (2022年)10⽉〜令和5年(2023年) 5⽉
掘削井⼾︓ 3本（地下約1,000m）

24

升潟⼩

⽣産設備（採取23基地）

⻄川
野球場

県道46号

採取23基地

国⼟地理院地図に加筆
住所 ︓ 新潟市⻄蒲区升潟字居掛２８３２－１
⼯事時期︓ 令和2年(2020年)4⽉〜令和3年 (2021年)3⽉
掘削井⼾︓ 4本（地下約1,000m）
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R116号

⽣産設備（採取24基地）

採取24基地

JA低温倉庫

国⼟地理院地図に加筆

住所 ︓ 新潟市⻄蒲区升潟字道上１３２
⼯事時期︓ 令和6年 (2024年)10⽉〜令和7年 (2025年)3⽉
掘削井⼾︓ 3本（地下約1,000m）

26

還元設備(かん⽔⼊れ戻し）

還元井逆洗槽
（砂の沈殿）



27

⽣産設備（採取22基地）

⻄川中

採取22基地

国⼟地理院地図に加筆

住所 ︓ 新潟市⻄蒲区曽根字⼤⽥１１６８－1
⼯事時期︓ 令和4年 (2022年)10⽉〜令和5年(2023年) 5⽉
掘削井⼾︓ 3本（地下約1,000m）

28

升潟⼩

⽣産設備（採取23基地）

⻄川
野球場

県道46号

採取23基地

国⼟地理院地図に加筆
住所 ︓ 新潟市⻄蒲区升潟字居掛２８３２－１
⼯事時期︓ 令和2年(2020年)4⽉〜令和3年 (2021年)3⽉
掘削井⼾︓ 4本（地下約1,000m）
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R116号

⽣産設備（採取24基地）

採取24基地

JA低温倉庫

国⼟地理院地図に加筆

住所 ︓ 新潟市⻄蒲区升潟字道上１３２
⼯事時期︓ 令和6年 (2024年)10⽉〜令和7年 (2025年)3⽉
掘削井⼾︓ 3本（地下約1,000m）

30

還元設備(かん⽔⼊れ戻し）
• 基地平均的広さ 約2,000m2

(約600坪)
• 設備
還元井(かん⽔⼊れ戻し⽤の井⼾）
ポンプ、逆洗槽を配置
（還元井が⽬詰まりした場合、

逆に汲み上げを⾏い、解消します）

かん水採取、還元層（G6層）

還
元
井

旗屋ヨウ素濃縮
プラントより かん⽔

かん⽔ 約1,000 m

ポンプ

逆洗槽
（砂の沈殿） 排⽔

逆洗⽔
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還元設備(かん⽔⼊れ戻し）

還元井逆洗槽
（砂の沈殿）

32

茫茫⼤橋

還元設備（圧⼊5基地）

圧⼊5基地

国⼟地理院地図に加筆

住所 ︓ 新潟市⻄蒲区曽根字北割４５７０－３
⼯事時期︓ 令和5年 (2023年)6⽉〜令和6年 (2024年)3⽉
掘削井⼾︓ 4本（地下約1,000m）
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新川橋

還元設備（圧⼊6基地）

県道46号

⻄川⼯業団地

圧⼊6基地

圧⼊7基地

升岡農村公園

国⼟地理院地図に加筆

住所 ︓ 新潟市⻄蒲区升岡字⼀番割２３２
⼯事時期︓ 令和元年 (2019年)4⽉〜令和2年 (2020年)3⽉
掘削井⼾︓ 4本（地下約1,000m）

34

還元設備（圧⼊7基地）

国⼟地理院地図に加筆

新川橋

県道46号

⻄川⼯業団地

圧⼊6基地

圧⼊7基地

升岡農村公園

国⼟地理院地図に加筆

住所 ︓ 新潟市⻄蒲区升岡新⽥字三番割４６０
⼯事時期︓ 令和6年 (2024年)4⽉〜令和6年 (2024年)9⽉
掘削井⼾︓ 4本（地下約1,000m）



ヨウ素濃縮プラント

・ヨウ素濃縮プラントでかん⽔中のヨウ素を濃縮
します。濃縮液を⿊埼事業所へタンクで移送

し、ヨウ素製造プラントにて製品化します。

35

⽣産設備より

還元設備へかん⽔

かん⽔

曝気槽ろ過器原⽔槽

ヨウ素濃縮設備

ヨウ素濃縮液 かん⽔

薬品

薬品

⿊埼事業所へ

• 広さ 約25,000m2（約7,550坪）
• 設備 ＢＯ塔（ヨウ素濃縮設備）

曝気槽、ろ過器
原⽔槽、薬品タンク

36

⻄川中

ヨウ素濃縮プラント

県道66号

旗屋交差点

国⼟地理院地図に加筆

住所 ︓ 新潟市⻄蒲区旗屋字船場９１９
⼯事時期︓ 2022年(令和4年)10⽉〜2026年(令和8年)3⽉
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ヨウ素プラントの眺望景観イメージ

松崎地内からの眺望景観イメージ (合成写真）
300m ヨウ素濃縮プラント

パイプライン敷設ルート

圧⼊5基地
※ 現Ｃ3基地

採取24基地

採取22基地

圧⼊7基地
※ 現Ｃ1基地

圧⼊6基地

ヨウ素濃縮プラント

集ガスライン
集⽔ライン

送⽔ライン
逆洗ライン

１期⼯事
(令和元年9⽉〜令和3年3⽉)

３期⼯事

・3期に分けて⼯事を⾏い
ます。

・パイプは農道⼜は市道の
下に安全な深度を確保し
埋設します。

・農道部の施⼯は農閑期で
計画します。

・⼯事近隣地区の皆様に
は、⼯事が始まる前に改
めてご説明を⾏います。

令和元年5⽉現在の
計画ルート

注）2期⼯事・3期⼯事の計画ルートについては、今後の現地調査によって変更する場合があります

平成30年3⽉説明会時
計画ルート

国⼟地理院地図に加筆

採取23基地

38
国⼟地理院地図に加筆
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⼯事スケジュール及び稼働時期

⼯事スケジュール及び稼働時期

40

年度 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 令和８年

① 圧⼊6基地
（升岡字⼀番割）

② 採取23基地
（升潟字居掛）

③ 採取22基地
（曽根字太⽥）

④
圧⼊5基地

（曽根字北割）
現Ｃ３基地構内

⑤
圧⼊7基地

（升岡新⽥字三番割）
現Ｃ1基地構内

⑥ 採取24基地
（升潟字道上）

⑦ ヨウ素濃縮プラント
（旗屋⼯業団地）

⑧ パイプライン

1期⼯事

1期⼯事

2期

2期⼯事

１期⼯事 2期⼯事

※ ⼯事は4期に分けて⾏います。各基地は⼯事が終わり次第、順次稼働します。
⼯事近隣地区の皆様には、各⼯事が始まる前に改めてご説明を⾏います。

2期⼯事

3期

3期⼯事 4期⼯事

3期

3期

★稼働

★稼働

★稼働

★稼働

★稼働 ★稼働 ★稼働

★⼀部稼働 ★⼀部稼働

★令和８年4⽉
全⾯操業

令和3年4⽉第1段階稼働（天然ガス）

令和6年4⽉ヨウ素濃縮開始

令和8年3⽉建設⼯事竣⼯
★稼働

★稼働
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安全対策と周辺環境への配慮について

42

安全対策と周辺環境への配慮について

施工時 操業時

騒音対策

工事安全

敷地外流出防止

侵入防止

景観

振動対策

交通安全

地盤沈下防止

事故防止

災害への備え

安全操業



⾞両誘導員の配置
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安全と環境への配慮について（施⼯時）

敷地境界壁（防⾳、侵⼊防⽌）

住宅

⽥畑

排⽔側溝

敷地境界壁

※防⾳パネルで囲うことが困難
な前⾯は鉛のカーテンを設置 機器防⾳パネル

防振マット
櫓防⾳パネル

防振マット
櫓

⼯事⾞両 掘削機器

44施設境界のフェンス

（⽣産設備）

住宅

排⽔側溝

⽥畑

施設建屋

⽔準点

植栽

安全と環境への配慮について（操業時）
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・⻄川地区においても、地盤沈下を起こさない技術で
ある「全量還元⽅式」で操業します。

地盤沈下の防⽌（全量還元⽅式）

46

地盤沈下の防⽌（操業の監視）

全量還元⽅式に加え、以下の項⽬について計測を⾏うことで地下⽔の揚⽔
による地盤への影響を調査し、環境に配慮した操業を⾏います。

監視の項⽬ 監視の位置 監視の⽅法 監視の頻度
地下の⽔位 観測井（⻄川、升潟、⾙柄) ⽔位計による測定 常時観測

地表の変動 ①⽔準点（計24地点）
②⻄川観測井

①⽔準測量による計測
②衛星測位システムによる計測

①3⽉、9⽉に計測
②常時観測

地層の変動 観測井（⻄川、升潟、⾙柄) ①⽔準測量による計測
②沈下計による計測

①⽉1回計測
②常時観測

⽔準点

観測井
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安全対策（ヨウ素濃縮プラント）

ヨウ素プラント

薬品タンク

排⽔溝

全敷地が
防液堤

地下浸透防⽌
のための舗装

薬品タンクの
防液堤

プラント、
タンク、配管全て
薬品に強い素材を

使⽤

都市ガス
事業者へ

 学校・病院

 ⺠家

 感震しゃ断
（⾃動／遠隔）

保安距離︓30
m以上

保安距離︓１0m以上

井⼾

ヨウ素濃縮
プラントへ

中央管制室

 基地

井⼾へ

48

災害発⽣・地震への備え

③24時間365⽇体制で監視
異常を発⾒したら停⽌します

②感震器の設置
震度５相当で
井⼾を⾃動停⽌

①パイプライン材質
強度が⾼く、
腐⾷に強い

プラスチック管

⽣産設備
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今後の情報提供について

今後も、⼯事計画に関してなど適宜説明会を⾏う予定です。
進捗状況のご案内配布、ホームページなどで情報提供を継続してまいります。

• 具体的な⼯事計画が決まりましたら、それぞれ計画予定地の近隣地区にお
ける説明会等により、詳しい内容をお伝えしていきます。

• 計画を進めていくにあたりましては、引き続き地域の皆さまへのご説明を
⾏っていきたいと考えております。また、⾒学会を含めた追加の説明会、
新聞折込や直接投函による進捗状況のご案内配布、ホームページでの発信
などにより、継続的に情報提供を⾏っていきたいと思います。

お問合
わせ先

株式会社 東邦アーステック
新潟市⻄区⿊⿃1450 TEL.0120-104-491（担当︓河野）
9:00〜17:00（⼟⽇祝⽇を除く）
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質疑応答



その他
4%
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本⽇はご清聴有難うございました。


